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Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

は
、
複
数
枚
の
ラ
ミ
ナ
（
ひ

き
板
）
を
木
材
の
繊
維
方
向

が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
さ

せ
て
作
っ
た
木
質
構
造
パ
ネ

ル
。
同
社
が
取
り
組
む
中
大

規
模
の
木
造
建
築
に
お
い
て

は
、
主
要
構
造
部
の
壁
に
、

木
質
系
材
料
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
を

用
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
、
共
同
住
宅
な

ど
に
使
用
す
る
場
合
は
、
高

い
水
準
で
の
空
気
音
遮
断
性

能
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
技

術
的
な
面
で
解
決
す
べ
き
課

題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同
社

は
、
高
い
遮
音
性
能
を
確
保

す
る
た
め
の
開
発
・
基
礎
実

験
を
行
っ
て
き
た
。

　
一
般
に
共
同
住
宅
の
住
戸

間
の
壁
単
体
の
空
気
音
遮
断

性
能
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
遮
音

等
級
Ｒ
ｒ
‐

55以
上
が
望
ま

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
通

常
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
は
、
厚
さ

30

㍉
程
度
の
木
材
の
壁
で
あ

り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

と
比
較
す
る
と
、
材
料
の
単

位
面
積
当
た
り
の
重
量
が
低

い
こ
と
か
ら
、
遮
音
性
能
が

劣
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
に
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
な
ど
の
吸
音
材
を
設

置
し
た
ふ
か
し
壁
を
設
け
た

場
合
で
も
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壁
と
比
較
す
る
と
、
遮

音
性
能
が
低
く
な
る
。

　
今
回
の
開
発
で
は
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
壁
近
傍
に
、
遮
音
効
果
を

高
め
る
た
め
、石
膏
ボ
ー
ド
、

断
熱
耐
火
パ
ネ
ル
、
遮
音
シ

ー
ト
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て

用
い
、
壁
全
体
と
し
て
の
遮

音
性
能
を
高
め
た
。
ま
た
、

ふ
か
し
壁
で
比
重
の
異
な
る

材
料
を
積
層
さ
せ
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
低
音
域
の
共

鳴
透
過
を
低
減
さ
せ
て
い

る
。
従
来
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
に
同

社
独
自
の
仕
様
を
組
み
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
最

高
の
遮
音
等
級
を
達
成
し

た
。

　
ま
た
、
木
造
建
築
に
お
け

る
住
戸
間
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
な
ど

主
要
構
造
部
は
、
遮
音
性
能

と
と
も
に
耐
火
性
能
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
木
材
そ

の
も
の
の
「
燃
え
代
層
」
で

耐
火
性
能
を
確
保
す
る
方
法

と
、
「
燃
え
止
ま
り
層
」
を

設
け
て
耐
火
性
能
を
確
保
す

る
方
法
が
あ
る
。
今
回
は
、

「
燃
え
止
ま
り
層
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ

90㍉
）
」
と「
燃
え
代
層（
Ｃ

Ｌ
Ｔ
１
５
０
㍉
）
」
の
両
方

の
耐
火
仕
様
に
お
い
て
、
壁

単
体
と
し
て
空
気
音
遮
断
性

能
で
遮
音
等
級
Ｒ
ｒ
‐

60を

独
自
仕
様
の
組
込
み
で
達
成

し
て
い
る
。

　
木
造
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁

は
、
壁
面
以
外
か
ら
の
音
の

伝
達
経
路
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
住
戸
間
の
遮
音
性
能
に

つ
い
て
は
、
壁
単
体
だ
け
で

な
く
、
壁
・
床
・
梁
全
体
で

の
遮
音
性
能
が
重
要
と
な

る
。
今
後
は
、
床
や
梁
な
ど

の
納
ま
り
を
考
慮
し
た
遮
音

性
能
を
確
保
す
る
た
め
、
同

時
に
開
発
を
進
め
て
い
る
Ｃ

Ｌ
Ｔ
遮
音
床
（
乾
式
工
法
に

よ
る
重
量
床
衝
撃
音
等
の
対

策
床
）
と
、主
要
構
造
部（
床

・
梁
・
壁
）
の
耐
火
構
造
を

踏
ま
え
、
こ
の
床
と
梁
の
上

に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
を
設
置
し
、
壁

の
空
気
音
遮
断
性
能
に
関
す

る
大
臣
認
定
の
取
得
を
目
指

す
。

　
西
松
建
設
と
佐
賀
大
学

（
伊
藤
幸
広
教
授
）
は
、

12

年
に
開
発
し
現
在
ま
で
５
件

の
実
橋
調
査
実
績
が
あ
る
斜

張
橋
の
斜
材

保
護
管
の
自

走
式
調
査
ロ

ボ
ッ
ト
「
コ

ロ
コ
ロ
チ
ェ

ッ
カ
ー
」に
、

外
部
カ
メ
ラ

の
搭
載
、
張

力
測
定
（
振

動
測
定
）
機

能
の
追
加

（
大
日
本
コ

ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
共
同
開

発
）
、
直
径

計
測
（
コ
ロ

コ
ロ
チ
ェ
ッ
カ
ー
撮
影
画
像

の
応
用
事
例
）
と
い
っ
た
新

た
な
機
能
を
搭
載
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
に

損
傷
箇
所
の
検
出
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
コ
ロ
コ
ロ
チ
ェ
ッ
カ
ー

は
、
斜
材
保
護
管
を
ガ
イ
ド

に
遠
隔
無
線
操
作
で
自
走

し
、
斜
材
保
護
管
の
外
周
全

面
を
内
部
カ
メ
ラ
４
台
（
フ

ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
）

で
撮
影
し
て
表
面
状
況
を
調

査
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
高
所
の

小
さ
な
損
傷
等
も
安
全
に
精

度
よ
く
確
認
が
で
き
、
斜
材

保
護
管
の
全
延
長
を
近
接
目

視
相
当
の
効
率
的
な
調
査
が

可
能
で
、
点
検
者
の
高
所
・

苦
渋
作
業
が
不
要
と
な
る
。

撮
影
動
画
を
、
解
析
ソ
フ
ト

に
よ
っ
て
斜
材
保
護
管
表
面

状
況
を
評
価
し
て
、
成
果
物

と
な
る
調
査
結
果
（
損
傷
状

況
等
の
展
開
図
、
調
査
デ
ー

タ
の
一
覧
表
、写
真
集
な
ど
）

を
出
力
し
、
報
告
書
が
作
成

で
き
る
。
現
在
ま
で
国
土
交

通
省
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
・
地
方

自
治
体
が
管
理
す
る
斜
張
橋

５
件
の
受
注
実
績
が
あ
り
、

総
本
数
４
６
０
本
、
総
延
長

約
１
万
５
０
０
０
㍍
の
調
査

を
実
施
し
て
い
る

　
新
機
能
に
つ
い
て
、
本
体

の
進
行
方
向
前
面
に
外
部
カ

メ
ラ
３
台
（
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
カ
メ
ラ
）
の
搭
載
に
よ

り
、
斜
材
保
護
管
表
面
状
況

の
概
観
や
斜
材
と
主
塔
接
続

部
の
全
周
の
状
況
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
、
こ
れ
ま
で

調
査
が
で
き
な
か
っ
た
主
塔

接
続
部
の
状
況
（
カ
バ
ー
の

破
損
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ

び
割
れ
状
況
等
）
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
本
体
に

装
備
し
て
い
る
加
速
度
計
で

斜
材
の
振
動
を
計
測
し
、
斜

材
の
張
力
の
推
定
が
可
能
に

な
っ
た
。
張
力
の
把
握
に
よ

り
斜
材
の
健
全
性
の
判
定
精

度
が
よ
り
向
上
す
る
。
振
動

計
測
時
は
、
任
意
の
場
所
で

ロ
ボ
ッ
ト
の
走
行
を
停
止
さ

せ
、常
時
微
動
を
計
測
す
る
。

従
来
の
振
動
計
測
方
法
と
、

ほ
ぼ
同
等
の
結
果
が
得
ら
れ

な
が
ら
、
簡
単
・
安
価
か
つ

高
精
度
で
ケ
ー
ブ
ル
張
力
を

測
定
で
き
る
。

　
直
径
計
測
は
、
コ
ロ
コ
ロ

チ
ェ
ッ
カ
ー
で
撮
影
し
た
静

止
画
像
（
１
９
２
０
×
１
０

８
０
ピ
ク
セ
ル
）
の
解
析
に

よ
り
、
直
径
寸
法
の
変
化
を

約
０
・
５
㍉
の
精
度
（
分
解

能
・
約
０
・
１
㍉
／
ピ
ク
セ

ル
）
で
検
出
で
き
る
。
支
線

式
鉄
塔
の
保
持
に
使
用
す
る

ロ
ー
プ
な
ど
被
覆
材
の
な
い

ケ
ー
ブ
ル
で
は
、
腐
食
・
劣

化
の
過
程
に
お
い
て
、
素
線

の
緩
み
に
よ
り
直
径
寸
法
が

変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

画
像
解
析
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ

ル
に
生
ず
る
微
小
な
直
径
寸

法
の
変
化
量
を
把
握
で
き
、

健
全
性
の
判
定
に
活
用
で
き

る
。

　
斜
張
橋
５
件
の
調
査
実
績

に
よ
り
、
今
後
は
非
破
壊
で

斜
材
保
護
管
内
部
の
鋼
材
の

変
化
（
腐
食
な
ど
）
を
把
握

で
き
る
機
能
の
開
発
な
ど
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
業
務

が
安
全
か
つ
確
実
に
行
え
る

よ
う
技
術
開
発
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

　
今
年
１
月
に
発
足
し
た
ア

ル
ミ
配
管
設
備
工
業
会
（
坂

吉
肇
代
表
理
事
）は
６
月

28

日
、東
京
・
大
田
区
の
Ｌ
ｕ
ｚ

大
森
で
社
員
総
会
を
開
催

し
、設
立
以
降
の
経
緯
や
今

後
の
運
営
な
ど
を
確
認
し

た
。

　
冒
頭
、挨
拶
に
立
っ
た
坂

吉
代
表
理
事
＝
写
真
＝
は

「
当
工
業
会
は
、ア
ル
ミ
配
管

の
普
及
を
目
的
と
し
て
発
足

し
た
。こ
の
目
的

を
満
た
す
た
め
に

必
要
と
さ
れ
る
規

格
の
整
備
や
品
質

の
確
認
方
法
、認

証
制
度
等
整
備
を

進
め
て
、ア
ル
ミ

配
管
の
普
及
に
努

め
て
い
く
」と
述

べ
た
。

　
現
在
、空
調
の

冷
媒
配
管
は
銅
管

が

99％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
が
、近
年
の
電
子

機
器
類
の
普
及
に
伴
う
プ
リ

ン
ト
基
板
の
急
激
な
需
要
増

や
、新
興
国
の
発
展
に
伴
う

需
要
増
加
に
よ
る
価
格
の
高

騰
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、Ｃ
Ｏ
Ｐ

21以
降
環
境
問

題
に
関
す
る
世
界
的
関
心
は

高
く
、Ｃ
Ｏ
２問
題
や
リ
サ
イ

ク
ル
問
題
も
新
材
料
検
討
時

に
は
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
問
題
等
の
リ
ス

ク
回
避
を
目
的
に
、銅
管
に

変
わ
る
材
料
と
し
て
ア
ル
ミ

が
有
望
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ル
ミ
は
、重
量
が
銅
管

の
３
分
の
１
と
軽
く
工
事
作

業
者
へ
の
負
担
が
少
な
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
、コ
ス

ト
が
銅
の
３
分
の
１
と
経
済

的
、Ｃ
Ｏ
２の
排
出
量
を
銅
の

20％
削
減
す
る
こ
と
が
可

能
、耐
食
性
に
優
れ
て
い
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

　
同
工
業
会
で
は
、こ
れ
ら

の
材
料
特
性
か
ら
も
、次
世

代
の
空
調
冷
媒
用
の
配
管
材

料
と
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が

適
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

今
後
、広
く
参
加
企
業
を
募

り
、規
格
の
整
備
、試
験
方
法

の
確
立
等
を
進
め
る
。

　
現
在
の
工
業
会
会
員
は
、

正
会
員
が
ア
ル
ミ
テ
ッ
ク
、

き
ん
で
ん
、三
機
工
業
、星
朋

商
工
、高
砂
熱
学
工
業
、千
代

田
産
業
、ハ
マ
イ
、 東
尾
メ
ッ

ク
、ベ
ン
カ
ン
、ヤ
マ
ト
の

10

社
、賛
助
会
員
が
か
ん
き
、ニ

ッ
カ
ル
商
工
の
２
社
。

外
部
カ
メ
ラ
な
ど
新
機
能
搭
載

よ
り
正
確
に
損
傷
箇
所
を
検
出

斜
張
橋
斜
材
保
護
管
自
走
式
調
査
ロ
ボ「
コ
ロ
コ
ロ
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

西松建設、
佐 賀 大

主塔接続部写真（外カメラ映像）

ア
ル
ミ
配
管
の
普
及
へ
活
動

規
格
整
備
や
試
験
方
法
確
立
な
ど

工業会

　
三
井
住
友
建
設
は
、
自
社

開
発
し
て
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工

事
等
で
展
開
し
て
い
る
低
周

波
騒
音
低
減
装
置
「
レ
ゾ
ウ

ォ
ー
ル
サ
イ
レ
ン
サ
ー
」（
Ｒ

ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
Ｗ
ａ

ｌ
ｌ
Ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
）

を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
宮
古
盛

岡
横
断
道
路
簗
川
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
適
用
。
レ
ゾ
ウ
ォ
ー

ル
サ
イ
レ
ン
サ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

化
に
よ
り
、
現
地
で
の
組
み

立
て
作
業
の
軽
減
に
よ
る
省

力
化
と
設
置
精
度
の
向
上
に

加
え
、
従
来
と
同
等
以
上
の

低
周
波
騒
音
低
減
効
果
を
確

認
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
の
発
破

に
よ
り
発
生
す
る
低
周
波
騒

音
は
、
周
期
が
長
く
、
遮
音

壁
な
ど
で
も
あ
ま
り
減
衰
せ

ず
遠
方
ま
で
そ
の
影
響
が
及

ぶ
。
そ
こ
で
同
社
は
、
ト
ン

ネ
ル
進
行
方
向
に
等
間
隔
の

ス
リ
ッ
ト
を
有
す
る
吸
音
隔

壁
を
組
み
立
て
、
切
羽
側
隔

壁
と
防
音
扉
、
吸
音
隔
壁
で

囲
ま
れ
た
ト
ン
ネ
ル
内
空
部

分
を
共
鳴
空
間
と
し
て
利
用

し
て
、
低
周
波
音
を
吸
音
吸

収
す
る
装
置
を
開
発
し
、
こ

れ
ま
で
に
実
工
事
で
適
用
し

て
そ
の
効
果
を
確
認
し
て
き

た
。

　
今
回
、
こ
の
装
置
を
ユ
ニ

ッ
ト
化
。２
種
類
の
高
さ（
１

㍍
と
２
㍍
）の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

ト
ン
ネ
ル
断
面
に
合
わ
せ
て

１
㍍
単
位
で
の
設
置
が
可
能

で
、
ト
ン
ネ
ル
構
内
で
の
運

搬
性
と
容
易
な
組
立
に
よ

り
、
設
置
時
間
の
短
縮
と
施

工
精
度
の
向

上
を
実
現
し

た
。
ま
た
、

ユ
ニ
ッ
ト
化

に
よ
り
部
材

の
再
利
用
が

可
能
と
な

り
、
導
入
コ

ス
ト
を
大
幅

に
削
減
し

た
。隣
接
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
間

の
距
離
（
ス

リ
ッ
ト
幅
）

を
調
整
す
る

こ
と
で
、
低

減
さ
せ
た
い

低
周
波
騒
音

の
周
波
数
帯

を
自
由
に
設

定
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま

た
、
ス
リ
ッ

ト
幅
を
左
右
の
吸
音
隔
壁
で

個
別
に
設
定
す
る
こ
と
で
、

異
な
る
低
周
波
帯
を
低
減
さ

せ
る
こ
と
も
可
能
。
簗
川
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
は
、

20ヘ
ル

ツ
と

10ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
帯

を
設
定
し
、

20ヘ
ル
ツ
付
近

で
は
約
９
デ
シ
ベ
ル
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
で

90％
弱
減
）
、

10ヘ
ル
ツ
付
近
で
は
約
４
デ

シ
ベ
ル
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
で

約

40％
減
）
の
従
来
と
同
等

以
上
の
低
減
効
果
を
得
た
。

　
さ
ら
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
厚

み
は
５
０
０
㍉
と
薄
く
、
レ

ゾ
ウ
ォ
ー
ル
サ
イ
レ
ン
サ
ー

背
後
に
設
け
ら
れ
た
共
鳴
空

間
を
安
全
通
路
と
す
る
こ
と

で
歩
車
分
離
が
確
実
に
で

き
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
作
業
員

の
安
全
性
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
後
同
社
は
、
低
周
波
騒

音
対
策
が
必
要
な
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
お
い
て
、
レ
ゾ
ウ
ォ

ー
ル
サ
イ
レ
ン
サ
ー
を
積
極

的
に
提
案
し
、
周
辺
環
境
の

改
善
に
努
め
て
い
く
。ま
た
、

更
な
る
低
減
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
研
究
開
発
を
引

き
続
き
進
め
る
。

　
東
京
電
業
協
会
は
、６
月

28～

29日
の
２
日
間
、千
葉

県
市
川
市
に
あ
る
東
光
電
気

工
事
市
川
研
修
セ
ン
タ
ー
で

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
習
会
Ｔ
ｆ
ａ
ｓ

初
級
講
習
会
」＝
写
真
＝
を

開
催
、７
社
か
ら

19名
が
参

加
し
た
。

　
講
習
会
は

11年
度
か
ら
毎

年
実
施
、今
年
度
は「
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
」を
５
月

23

～

25日
に
開
催
し
た
。ま
た
、

７
月

25～

27日
に
は
今
年
度

か
ら
開
始
す
る
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

Ｃ
Ａ
Ｄ
中
級
」も
予
定
。２
講

習
と
も
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
が
会
場
と
な
っ
て

い
る
。

　
講
習
会
で
は
、東
光
電
気

工
事
の
細
田
隆
設
計
部
長
か

ら
「
今
回
Ｔ
ｆ
ａ
ｓ
と
い
う

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
学
ん
で
も
ら
う
。

初
級
を
受
け
た
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
で
実
践
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
る
が
、

先
ず
は
初
級
編
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
と

は
何
か
を
知
っ
て
も
ら
う
」

と
挨
拶
。引
き
続
き
市
川
研

修
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
正
行
セ

ン
タ
ー
長
か
ら
も
受
講
者
に

講
習
に
当
た
っ
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
講
習
時
間
は
午
前
９
時

30

分
か
ら
午
後
４
時

40分
。東
光

電
気
工
事
の
畠
山
丈
登
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
施
工
支
援

課
副
参
事
が
講
師
を
務
め
、基

本
的
な
作
図
操
作
や
建
築
図

作
成
、配
線
編
集
、３
Ｄ
表
示

な
ど
の
講
義
を
行
う
。

　
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
は
、
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
や
商
業
施
設
な

ど
の
通
用
口
の
浸
水
対
策
と

し
て
販
売
し
て
い
る
止
水
ド

ア
「
ア
ク
ア
ー
ド
」
に
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
等
に
伴
う
内
水
氾

濫
時
に
建
物
や
道
路
な
ど
の

浸
水
状
況
を
屋
内
か
ら
確
認

で
き
る
「
ス
チ
ー
ル
タ
イ
プ

小
窓
付
き
」
を
追
加
し
発
売

し
た
。
同
製
品
は
、
扉
部
分

に
小
窓
を
設
け
、
扉
を
開
閉

す
る
こ
と
な
く
屋
外
の
浸
水

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
扉
の
屋
内
外
両
面
に
設
け

た
特
許
出
願
済
み
の
止
水
グ

レ
モ
ン
の
操
作
に
よ
り
、
二

軸
丁
番
の
動
き
と
連
動
し
て

扉
が
枠
に
密
着
し
、
止
水
グ

レ
モ
ン
と
止
水
レ

バ
ー
ハ
ン
ド
ル
錠

が
扉
と
の
接
合
部

や
鍵
穴
の
隙
間
か

ら
の
漏
水
を
防
止
す
る
。
枠

に
一
般
的
な
エ
ア
タ
イ
ト
ゴ

ム
と
止
水
ゴ
ム
の
２
重
構
造

を
採
用
し
た
独
自
の
構
造
に

よ
り
、
高
い
止
水
性
能
を
発

揮
す
る
。

　
「
ア
ク
ア
ー
ド
」
は
重
厚

な
水
密
扉
に
比
べ
て
軽
量
な

た
め
、
通
常
時
は
一
般
的
な

ス
チ
ー
ル
ド
ア
と
同
等
の
軽

い
力
で
扉
を
開
閉
で
き
る
。

浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
非
常
時

は
、
扉
を
全
閉
し
た
後
、
扉

に
装
備
さ
れ
て
い
る
止
水
グ

レ
モ
ン
を
引
き
上
げ
る
等
の

簡
単
な
操
作
で
、
浸
水
対
策

が
完
了
す
る
。

　
参
考
価
格
は
間
口
０
・
９

㍍
、
高
さ
２
・
１
㍍
の
片
開

き
タ
イ
プ
で
、
小
窓
サ
イ
ズ

が
幅
６
０
０
㍉
、
高
さ
８
０

０
㍉
、
ガ
ラ
ス
厚
６
・
８
㍉

の
場
合
１
１
０
万
円（
税
抜
。

製
品
代
の
み
、
ガ
ラ
ス
工
事

・
取
付
工
事
費
お
よ
び
運
搬

費
は
別
途
）
。
販
売
目
標
は

２
・
５
億
円
（

18年
度
ア
ク

ア
ー
ド
全
体
）
。

　
鈴
江
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
東
京
・
港
区
の
竹
芝
地

区
に
、
複
合
型
ビ
ル
を
建
設

す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称
は

「
ザ

･竹
芝
再
開
発
」
。
建

設
地
は
、
ゆ
り
か
も
め
「
竹

芝
駅
」
か
ら
徒
歩
１
分
の
好

立
地
で
、
計
画
地
周
辺
は

様
々
な
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
大
き
く
注
目
を
集
め
て

い
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
商
業
、
オ
フ
ィ
ス
、
住

宅
の
用
途
を
備
え
た
地
下
１

階
、
地
上

15階
の
複
合
型
ビ

ル
で
、
延
床
面
積
は
約
１
万

２
０
０
０
平
方
㍍
。

　
同
社
に
よ
る
再
開
発
事
業

は
竹
芝
エ
リ
ア
で
３
番
目
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
同

事
業
を
推
進
す
る
。
来
年
春

の
着
工
、

21年
秋
の
竣
工
を

目
指
し
て
い
る
。
設
計
・
施

工
は
鹿
島
が
担
当
す
る
。

　
鉄
建
建
設

　
（
７
月
１
日
）
安
全
推
進
室
安
全
企

画
部
長
（
土
木
本
部
土
木
部
）
布
施
尚

行　
佐
藤
工
業
（
７
月
１
日
）

　
【
機
構
改
革
】
ヤ
ン
ゴ
ン
営
業
所
を

開
設
す
る
。

　
【
人
事
】
本
社
土
木
事
業
本
部
営
業

部
長
（
北
陸
支
店
土
木
事
業
部
土
木
営

業
部
長
）
西
浩
範
▽
同
土
木
事
業
本
部

技
術
統
括
部
長
（
本
社
土
木
事
業
本
部

技
術
部
長
）
早
川
淳
一
▽
同
土
木
事
業

本
部
技
術
部
長
、
谷
川
隆
之
▽
同
建
築

事
業
本
部
副
本
部
長
兼
務
、
本
社
建
築

事
業
本
部
技
術
部
長
水
谷
剛
▽
札
幌
支

店
副
支
店
長
（
本
社
土
木
事
業
本
部
営

業
部
長
）
山
本
徹
▽
東
京
支
店
土
木
事

業
部
土
木
営
業
部
長
、
太
田
泰
樹
▽
北

陸
支
店
土
木
事
業
部
土
木
営
業
部
長

（
本
社
土
木
事
業
本
部
技
術
統
括
部

長
）
鍋
谷
雅
司
▽
同
土
木
部
長
、
城
生

越
宏
▽
ヤ
ン
ゴ
ン
営
業
所
長
兼
ヤ
ン
ゴ

ン
営
業
所
建
築
部
長
、
五
十
嵐
正
雄
▽

同
管
理
部
長
、
柏
崎
実

　
フ
ジ
タ
（
７
月
１
日
）

　
【
機
構
改
革
】
①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
遵
守
の
た
め
、
そ
の
統
括
管
理
お
よ

び
指
導
を
行
う
組
織
と
し
て
、
新
た
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
本
部
を
設
け
る
②

直
轄
部
署
よ
り
監
査
部
を
、
新
設
す
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
本
部
へ
移
管
す
る

③
管
理
本
部
よ
り
法
務
審
査
部
を
、
新

設
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
本
部
へ
移

管
す
る
。

　
【
人
事
】
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
本
部

長
兼
管
理
部
門
担
当
（
管
理
部
門
、
リ

ス
ク
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
）
代

表
取
締
役
副
社
長
土
屋
達
朗
▽
非
常
勤

取
締
役
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
執
行
役
員

仙
台
支
社
長
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

長
壹
岐
義
人
▽
同
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

執
行
役
員
建
築
系
施
工
推
進
部
長
中
国

・
四
国
・
九
州
地
区
担
当
技
術
本
部
・

施
工
担
当
建
築
系
安
全
副
担
当
空
道
一

▽
広
島
支
店
長
（
東
日
本
支
社
副
支
社

長
兼
東
北
支
店
長
）
執
行
役
員
安
東
則

好
▽
執
行
役
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
本

部
副
本
部
長
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
経
営

管
理
本
部
法
務
部
統
括
管
理
室
長
）
中

井
雅
章
▽
東
日
本
支
社
副
支
社
長
兼
東

北
支
店
長
（
東
日
本
支
社
東
北
支
店
副

支
店
長
）
下
田
平
滋
▽
営
業
本
部
企
画

営
業
統
括
部
副
統
括
部
長
（
大
阪
支
店

副
支
店
長
兼
神
戸
総
合
営
業
所
長
）
河

北
典
之
▽
東
日
本
支
社
企
画
開
発
統
括

部
企
画
開
発
部
長
兼
首
都
圏
土
木
支
店

営
業
部
長
（
営
業
本
部
営
業
統
括
部
営

業
第
四
部
特
任
部
長
）
荻
本
亨
▽
同
横

浜
支
店
副
支
店
長
兼
建
築
工
事
部
長

（
東
日
本
支
社
東
京
支
店
副
支
店
長
）

佐
竹
竜
雄
▽
同
横
浜
支
店
建
築
工
事
部

長
（
同
交
通
事
業
部
建
築
工
事
部
長
）

鈴
木
哲
也
▽
同
東
北
支
店
副
支
店
長
兼

営
業
本
部
（
同
関
東
支
店
営
業
部
長
）

西
和
男
▽
大
阪
支
店
副
支
店
長
兼
神
戸

総
合
営
業
所
長
（
同
企
画
開
発
統
括
部

企
画
開
発
部
長
兼
首
都
圏
土
木
支
店
営

業
部
長
）
野
口
浩
二
郎
▽
名
古
屋
支
店

土
木
工
事
部
長
（
同
東
北
支
店
土
木
工

事
部
長
）
高
塚
満
▽
広
島
支
店
副
支
店

長
兼
建
築
部
長
兼
建
築
工
事
部
長

（
同
横
浜
支
店
副
支
店
長
兼
建
築
工

事
部
長
）
役
員
待
遇
理
事
古
賀
雅
嗣

　
り
ん
か
い
日
産
建
設

　
（
６
月

28日
）
執
行
役
員
国
際
支
店

長
（
国
際
支
店
長
）
佐
々
木
浩
一
▽
同

大
阪
支
店
長
（
大
阪
支
店
長
）
向
井
達

典　
髙
松
建
設

　
（
７
月
１
日
）
執
行
役
員
東
京
本
店

不
動
産
営
業
本
部
長
（
東
京
本
店
不
動

産
営
業
本
部
長
）
望
月
豊

　
長
谷
工
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
（
６
月

27日
）
監
査
役
（
ア
イ
・
エ

ヌ
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
社

長
）
天
田
誠

　
不
二
建
設

　
（
６
月

27日
）
監
査
役
（
取
締
役
兼

専
務
執
行
役
員
営
業
部
門
管
掌
）
桐
野

正
晴
▽
退
任
（
監
査
役
）
荒
牧
龍
二

　
長
谷
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
日
本

　
（
６
月

28日
）
代
表
取
締
役
社
長
、

長
谷
工
ス
マ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表

取
締
役
社
長
谷
洋
一
▽
取
締
役
兼
常
務

執
行
役
員
（
長
谷
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
執

行
役
員
関
西
業
務
推
進
部
門
組
合
会
計

部
担
当
）
須
田
讓
▽
執
行
役
員
中
四
国

支
店
長
（
同
大
阪
南
支
店
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
２
部
部
長
）
島
田
恭
行

　
斎
久
工
業

　
（
６
月

28日
）
取
締
役
営
業
本
部
長

（
上
席
執
行
役
員
営
業
本
部
長
）
島
次

光
明
▽
監
査
役
、
齋
藤
郁
夫

熊 谷 組

Ｊ
Ｉ
Ｓ
最
高
の
遮
音
等
級

中
大

規
模
木
造
建
築
で
の
使
用
視
野
に

ＣＣ
ＬＬ
ＴＴ
壁壁

でで
ＲＲ
ｒｒ
‐‐

6600達達
成成

　
熊
谷
組
は
、
中
大
規
模
の
木
造
建
築
で
の
使
用
を
視

野
に
入
れ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
単
体
で
の
遮
音
実
験
を
建
材
試

験
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

90㍉
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
１
５
０

㍉
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
２
種
類
の
複
合
壁
で
、
従
来
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
壁
に
同
社
独
自
の
仕
様
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ

り
、
と
も
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
最
高
の
遮
音
等
級
と
な
る
Ｒ
ｒ
‐

60を
達
成
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
講
習
会
を
開
催

７
月
下
旬
に
中
級
編
も
予
定

東京電業協会

「
レ
ゾ
ウ
ォ
ー
ル
」を
ユ
ニ
ッ
ト
化

組
立
作
業
省
力
化
と
設
置
精
度
向
上

ト
ン
ネ
ル
用
低
周
波
騒
音
低
減
装
置

三井住友建設

イメージ図 設置したレゾウォールサイレンサー

止
水
ド
ア
を
発
売

浸
水
状
況
を
屋
内
か
ら
確
認

文化シヤッター

竹
芝
地
区
に
複
合
型
ビ
ル
建
設
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コ
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レ
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ノ
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ハ
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人人人
事事事

　
日
本
建
築
士
事
務
所
協
会

連
合
会
は
６
月

26日
、
東
京

・
中
央
区
の
銀
座
東
武
ホ
テ

ル
で
第

66回
定
時
総
会
を
開

催
、

17年
度
事
業
報
告
・
支

出
計
画
実
施
報
告
書
の
報
告

を
行
っ
た
ほ
か
、

17年
度
決

算
を
審
議
、
決
議
し
た
。
ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
理
事

32名
、

監
事
２
名
を
選
出
、
臨
時
理

事
会
で
佐
々
木
宏
幸
氏
（
Ａ

Ｉ
Ｓ
総
合
設
計
）
が
会
長
に

就
任
し
た
。

　
新
会
長
に
就
任
し
た
佐
々

木
会
長
＝
写
真
＝
は
「
公
共

建
築
物
の
多
様
な
発
注
方
式

へ
の
対
応
や
発
注
者
支
援
、

Ｉ
Ｏ
Ｔ
環
境
下
で
の
Ｂ
Ｉ

Ｍ
、
劇
的
な
進
化
を
遂
げ
る

Ａ
Ｉ
な
ど
の
活
用
に
よ
る
新

た
な
設
計
プ
ロ
セ
ス
へ
の
移

行
を
研
究
し
な
が
ら
、
建
築

士
の
資
質
や
高
度
な
専
門
性

向
上
、
設
計
・
監
理
業
務
の

適
正
化
に
務
め
、
真
に
安
心

・
安
全
で
質
の
高
い
建
築
を

提
供
し
て
い
か
な
け
れ
な
な

ら
な
い
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
法
制
度
対
応
特

別
委
員
会
と
災
害
対
策
特
別

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
ほ

か
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
普
及
の
た
め
の

Ｗ
Ｇ
の
新
設
や
建
築
の
低
炭

素
化
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
対

応
Ｗ
Ｇ
の
強
化
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　
日
本
建
築
構
造
技
術
者
協

会
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
、
森
高
英
夫

会
長
）
は
６
月

19日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で

18年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
、

17年
度
事
業
報
告
や

18

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

の
報
告
な
ど
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
森
高

会
長
＝
写
真
＝
は
、
「
中
期

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
課
題
と
な

っ
て
い
る
事
項
を
中
心
に
成

果
を
あ
げ
た
い
」と
述
べ
た
。

　
同
協
会
の

18年
度
事
業
計

画
書
に
よ
る
と
、
会
員
の
技

術
向
上
と
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
活
動
、
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ａ
建
築
構
造
士
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
の
検
討
、
性
能

設
計
の
普
及
、
木
造
建
築
の

構
造
設
計
技
術
の
普
及
と
向

上
、
既
存
建
築
物
の
安
全
・

安
心
の
確
保
な
ど
を
重
点
目

標
と
し
活
動
す
る
方
針
。
　

　
総
会
終
了
後
、
策
定
中
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。
作
成
す
る
に
あ
た

り
実
施
し
た
現
状
調
査
を
も

と
に
、
若
手
や
中
堅
の
正
会

員
の
増
強
な
ど
に
関
す
る
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
建
築
士
会
連
合
会

（
三
井
所
清
典
会
長
）は
６
月

20日
、東
京
・
港
区
の
建
築
会

館
ホ
ー
ル
で

18年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
、

17年
度
事
業

報
告
・
決
算
、

18年
度
事
業
計

画
・
予
算
を
承
認
す
る
と
と

も
に
、任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
い
、三
井
所
会

長
の
再
任
が
決
ま
っ
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、挨
拶
に
立

っ
た
三
井
所
会
長
＝
写
真
＝

は
「
建
築
士
会
の
活
動
の
幅

が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。ま

ち
づ
く
り
の
活
動
で
も
上
か

ら
で
は
な
く
、横
に
広
が
っ

た
会
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
の
活
動
が
み
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
活
動
を
一
層
広
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
」と
述
べ
た
。

　

18年
度
は
、①
一
級
建
築

士
の
登
録
・
閲
覧
事
務
の
円

滑
な
運
用
②
建
築
士
の
資
質

の
向
上
③
建
築
士
の
業
務
改

善
お
よ
び
改
正
建
築
士
法
の

周
知
④
地
域
に
根
差
し
た
ま

ち
づ
く
り
等
専
門
活
動
の
推

進（
自
治
体
と
の
連
携
）⑤
会

員
増
強
の
推
進
⑥
継
続
能
力

開
発（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）制
度
お
よ
び

専
攻
建
築
士
制
度
の
社
会
的

活
用
の
推
進
⑦
国
際
化
へ
の

対
応
⑧
広
報
・
情
報
活
動
の

積
極
的
展
開
の
重
点
施
策
の

も
と
、諸
事
業
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、第

61回
建
築
士
会

全
国
大
会
を

10月

26日
に
さ

い
た
ま
市
の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
で
開
催
す
る
。

中
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
推
進

日
本
建
築
構
造
技
術
者
協
会

活
動
の
一
層
の
広
が
り
を

日
本
建
築
士
会
連
合
会

新
会
長
に
佐
々
木
氏

日
本
建
築
士
事
務
所
協
会
連
合
会

総総総　　　
会会会

　
日
本
測
量
協
会
（
矢
口
彰

会
長
）
は
６
月

26日
、
東
京

・
文
京
区
の
東
京
ド
ー
ム
ホ

テ
ル
で
第

68回
定
時
総
会
を

開
催
、

17年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、

18年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
を
審
議
し
承

認
可
決
し
た
。

　
懇
親
会
で
挨
拶
に
立
っ
た

矢
口
彰
会
長
＝
写
真
＝
は

「
先
ご
ろ
開
催
し
た
測
量
地

理
空
間
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
大
会
は
昨
年
よ
り
参
加
者

も
増
え
て
成
功
裡
に
終
わ
っ

た
。
大
会
も
４
回
を
重
ね
て

定
着
し
て
き
た
。
こ
の
大
会

も
そ
う
だ
が
色
々
な
活
動
を

通
じ
て
測
量
技
術
者
達
に
対

し
て
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
も

の
を
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
の
話

題
で
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市

に
建
設
中
の
測
量
技
術
セ
ン

タ
ー
が
９
月
か
ら
業
務
を
開

始
す
る
。
ま
た
、
会
員
数
が

過
去
最
高
の
１
０
４
１
１
人

を
数
え
て
い
る
」と
述
べ
た
。

会
員
数
が
過
去
最
高

日
本
測
量
協
会

　
日
立
造
船
は
こ
の
ほ
ど
、群

馬
県
高
崎
市
が
発
注
し
た
高
浜

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
替
プ
ラ

ン
ト
設
備
工
事
を
受
注
し
た
。

　
可
燃
ご
み
処
理
施
設
、
不

燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
建
設
を
行
う
も
の
で
、
同

社
は
新
施
設
の
プ
ラ
ン
ト
設

備
の
設
計
・
施
工
を
行
う
。

工
事
期
間
は

23年
３
月

10日

ま
で
。
契
約
金
額
は
１
６
７

億
６
１
６
０
万
円
（
税
込
）。

　
高
崎
市
は
、高
浜
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が

88年
の
供
用
開

始
か
ら

29年
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、既
存
施
設
の
隣

接
敷
地
内
に
新
施
設
を
整
備

す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
。

建
替
プ
ラ
ン
ト
設
備
受
注

高崎市のクリーンセンター

日立造船




